









































































































































中で，過去を引き継いだ現在の期首の状態 Kt を所与として，現在の行動 et 
と期末の不確実性（ノイズ） εt の積み重ねで，次期首の状態 Kt+1 に遷移す
る「遷移方程式」 Kt+1= Kt+ et +εt （ t は時間）を伴う資本蓄積型の動学ゲ
ームに考え方が近いと思いました。イノベーションのような大きな成功が
財津理先生の定年退職をお祝いして
6
起きる時，その背後ではさまざまな微小な差異が不断に積み重なっていま
す。イノベーションはそのような無数の変化の帰結なのであり，ドゥルー
ズ流には，微小な差異（＝微分）の反復が累積され（＝積分），大きなイノ
ベーションが実現するというわけです。
以上，ヒュームの「くりかえしゲームの理論構造」とは違う，「遷移方程
式を伴う動学ゲームの構造（資本蓄積ゲームの構造）」が，ドゥルーズの
「差異と反復」の考え方に近いのではないかという（数学的理論である）ゲ
ーム理論との関連性を書かせていただきました。
なお，私は東大の大学院時代に，岩井克人先生の授業で「動学最適化（ダ
イナミック・プログラミング）」を習いましたが，岩井先生も，「差異性」
をキーワードとして資本主義の本質を探る，経済理論を哲学的に解釈する
仕事をされていると思います。『会社はこれからどうなるか』（平凡社2003
年）という本の中で，先生は，差異性から利潤を生み出すという原理は資
本主義の一般原理であり，ポスト産業資本主義においては，モノもカネも
情報もすべて標準化されてしまう強い傾向があるため，差異性を意識的に
作り出していかなければならない。つまり，いかに差異性を創り出し，確
保していくべきかというのが，ポスト産業資本主義における会社組織のあ
り方を考えることであると，ポジティブに「差異」をとらえた研究をされ
ています。ドゥルーズの「差異と反復」は，こうした研究とも繋がりがあ
るのではと思います。
財津先生のご研究は，本当に，原書『差異と反復』の「精読」を必要と
し，「一行一行と闘う」気力体力を必要とすると感じます。この巻頭言も書
くのがかなり大変でした。私は大学院時代，ゲーム理論の哲学的な解釈よ
りも，現象（経済現象）の理論的説明の方にかじを切りましたが，今回の
作業の中で，哲学からいろんなインスピレーションをいただきました。財
津先生，これからもお体に気を付けて，哲学の研究を続けていらしてくだ
さい。
